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田沢純一＊・栗田裕司＊＊：南部北上山地下部石炭系尻高沢層の腕足類化石と対比

Jun－ichi　TAzAwA＊and　Hiroshi　KuRITA＊＊：Brachiopods　and　correlation　of　the

　　　　　　Lower　Carbonifbrous　Shittakazawa　Formation，　southern

　　　　　　　　　　Kitakami　Mountains，　Northeast　Japan

　　　　　　　　　まえがき　　　　火の土肢澱沢（卸図）セこ蹴する・鵬沢層中部の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚い淡青灰色細粒酸性凝灰岩の最上部より採集された．

　南部北上山地に発達する下部石炭系の層序は主に湊に　　北緯39・11’25’・，東経141。31・0”の地点である．それ

よりまとめられ（湊ほか・1953；湊，1966），それは本邦　　らはすべて印象化石で，同定されたのは　＆媛ψo廊

下部石炭系の標準層序とみなされてきた・しかし近年同　　γ6∫㍑仰伽御9廊DEMANETが2個体，翫噸i7酔7んo一

山地の東部（日頃市），中央部（横田・荷沢），西部（長坂）　之磁o％∫5（MINATO）が1個体のみである．なお上記標本

の各地域で従来の説とは異なる結果が得られ（TAZAWA　　は東北大学地質学古生物学教室に保管されている．

＆KATAYAMA・1979；田沢・大沢・1979；森・田沢，　　　80砺20P乃oγεαrθ8μP∫ηα伽P∫π9蛎8　DEMANET，

1980；田沢゜板橋・森・1981）・この地方全体の下部石　　1934（第2図，2－3）

炭系層序を再検討する必要が生じてきた・その後上部　　　2標本．いずれも腕殻の内形雌型からなる．変形が著

層・すなわち噸市趾部゜大裾゜加労山層’鮪　い・が，大きい方（IGPS　99006）は殻長36㎜，殻幅18

鰯上部の生層序学醐究には韻がみられたが（TA’㎜，小さい方（IGPS　99007）は殻長14㎜，灘34

zAwA・1980・1981・1984；ノli村寿郎・1983；川村信人・　　mmと計測される．腕殻は強く均等にふくらんでおり，

1985b・c）・下部を構成する諸層については調査が遅れ　　同心円状榴（concentric　fbld）を欠く．外部装飾は多数の

ている・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細い放射条からなるらしいが，詳細は不明である．腕殻

　このたびとりあげる尻高沢層（川村・川村・1981）も下　　後部の内部構造，とくに筋痕はPoGocK（1968，　text一丘9．

部層の一員で・武田（1960）・川村信人（1985a）の詳しい　　14）に示された76卿伽’α型と一致する．

岩棉層序の記載があるものの・時代゜対比に問題が残さ　　奥火の土の標本は，腕殻の殻形と内部構造とから

れていた・本論文では南部北上山地の中央部・奥火の土　　DEMANET（1934，　P．59，　pl．4，丘gs．9－11）がベルギー

（岩手県気仙郡住田町奥火の土・第1図）の尻高沢層中部　　Vis6のupPer　Visean（V3b）から＆厩ψ乃o物765吻纐‘α

から産出した2種の腕足類化石を図示’説明し・尻高沢　　var．御8痂5として記載したものに同定される．ここで

層の対比を試みる・腕足類化石は栗田が卒業論文課題研　　は5．765ψ伽‘α（MARTIN）の亜種として取扱う．本亜種

究で同地域を調査中に発見’採集したもので・鑑定は田　　はこれまでに，イギリスのupPer　Tournaisian（C、）～

沢が行った・　’　　　　　　upPer　Vi、ean（D、）およびべ，レギーの・pPer　Vi・ean（V、b）

欝：東北大学理学部地欝古生物学教室の森醐から儲されている（D・MANET，1934、G・・RGE＆P・・s一

鞭には肺を読んでいただいた・厚く御礼申し上げ，。RD，1938；B。ND，1941；P・。K、N，・N，1954；P・c・cK，

る・同教室技官大友昭平氏には写真を撮っていただい　　1968）．日本からは未報告であるが，筆者は南部北上山

た・深く感謝する・　　　　　　　　　　　　．　　　地の有住層中部，湊ほか（1953）がD。帯とした層準にも

　　　　　　　尻高沢層産腕足類化石　　　　　　　　　産することを確認している・

　　　　’　　　　　　　　　　　　　　L　・　　　翫細漉’σた02πboθπ8ε8（MINATo，1952）（第2
　腕足類化石は火の土川一横川合流点の北西約1・4km，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図，1a－c）

　　1985年10月4日攣付・1985年11月12日受理・　　　　　　　1標本，茎殻の内形雌型（IGPS　99008）．殻長15mm，、

＊鑑慧雛謙讐謙翻翻J鐙gy　and殻幅28一茎殻は上ヒ較鵬・・問面鮪し，両戴縦
＊＊石油資源開発（株）技術研究所・C・nt・al　Techni・al　L・b・・at・・y・f　溝はほとんど分岐しない放射条で覆われている．標本が

　　Japan　Petroleum　Explorat1on　Co．，　Ltd．，　Hamura－machi，
　　Ni，hit・m。一騨，　T。ky・，190－11　J。p。n，　　　　　　　　　　内形雌型のため不明瞭ではあるが，片翼において約17

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　167
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第1図　奥火の土の腕足類

ζ　　　　　し　　化石産地．
’試

漿語、多，川＿諾粛蒜，，“業　鷺あ目禦」を使用した

懸

本の放射条が数えられる．歯板は未発達である．　　　　　1層群）に区分し，前者をEtroeungtian，後者を10wer

　茎殻のサイズ・殻形・装飾より，奥火の土の標本は　　Tournaisianに対比した・この考え，とくに時代につい

翫i吻7惚乃o忽606η5紋MINATO）であると判断される．　　ては，以後長期間にわたり一般に受入れられてきた・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っねはた　めんび
この種はMINATo（1952，　P．155，　P1，5，五gs．7a，　b）が南　　　近年，　MINATo＆KATo（1979）は畷畑・女火山・加

部北上山地横田地域小坪沢の有住層中部から，勘∫7妙7　労山付近から産出したサンゴ・腕足類化石（MINATO・

んo駕ろoθ蔵5として記載したもので，ヨーロッパのTour－　1955；MINATo＆OGATA・1977；MINATo＆KATo・

naisianに多産するひ♂07ηα66π5峡DE　KoNINcK）の近縁　1977）をもとに，上記¶～1層群の全体をupPer

種とみなされる（湊，1966，P．145）．本種は南部北上山　　Tournaisianに対比した・

地以外に産出の報告はないが，、同山地においては，有住　　　川村・川村（1981）は奥火の土～横田に分布する一皿・

層中部のほか日頃市層最下部からも産する（湊，1966，　　－1・1層群を一括し・新たに尻高沢層を提唱した・本

t訊ble　l）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層の設定により，この地域の下部石炭系層序区分にみら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れた混乱の一部が解消・整理された（川村信人，1985b，
　　　　　　　尻高沢層の時代’対比　　　　　　　　　P．254－255）．また彼等はSAITo（1968）および森・田沢

　従来の見解：湊ほか（1953）は，尻高沢層に相当する下　　（1980）の見解を取入れ，尻高沢層を目頃市層下部に対比

部石炭系を日頃市統上部（一∬層群）と有住統下部（－1・　　した．
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第2図　尻高沢層産腕足類化石．

　　　　1a－c：翫癖〃び〃んoζ％606π廊（MINATo），　IGPS　99008．1a：茎殻；1b：茎殻前部；1c：茎

　　　　殻後部・2－3：εo窺ζo力乃076α76∫〃ρ∫η伽μπ9π25DEMANET，　IGPS　99006（3a，　b），99007（2a－c）．

　　　　2a，3b：腕殻；2b：腕殻後部；2c，3b：腕殻側面．　（すぺて内形雌型，実物大）

　最近，川村寿郎（1983）は岩相と化石内容が類似すると　　位的に有住層（upPer　Tournaisian？）より下位にあること

の理由から，尻高沢層を日頃市層最下部（H、部層下部）　から，本層上部もなおupPer　Tournaisian相当層とみ

に対比し，それらをTournaisianおそらくはupPer　なされる．

Tournaisianに相当するものと考えた・この見解は川村　　　尻高沢層基底部の時代に関しては，　Tournaisianと予

信人（1985a）により支持されている・　　　　　　　　　　想されるものの，直接の化石証拠を欠くため詳しいこと

　考察：奥火の土の尻高沢層中部から産出した腕足類の　　はわからない．しかし，ほぼ同時代の堆積物と考えられ

うち，86厩o瀕07∫α7θ∫ψ伽‘α仰9πf3は西ヨーロッパに　　る日頃市層最下部（川村寿郎，1983）からは，サンゴ・腕

広く分布し，そのレソジはupPer　Tournaisian～upPer　足類化石が豊産するので，これらの古生物学的再検討が

Viseanと考えられている．ση細〃塗f乃o創み06π∫‘∫をま我　　重要である．

国（北上山地）に固有の種で，ひ魏脇6π廊に近縁な　　　以上，尻高沢層は最下部の時代にまだ問題が残るが，

Tournaisian型のσηi∫μ7漉7である・これらの腕足　　それ以外は全体としてupPer　Tournaisianとの対比が

類をみる限り，尻高沢層の少なくとも中部は，upper　可能であると結論づけられる．

Tou「naisianに対比するのが妥当である・　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献

　奥火の土の北方，女火山付近の本層からMINATo＆　　BoND，　G．，1941：Species　and　variation　in　British　and

OGATA（1977）により記載されたPαZα605而伽膨励伽∫ゴ∫　　Belgian　Carbon挽rous　Schizophoriidae．　Pγ06．060」．

は，P．’∬伽履γ5乃θη5’5　DoBRoLYuBovAや　P．呵痂38プα一　　　．4∬．五〇η諾，52，285－303．

η6掘5（FREcH）に類似する　Tournaisian　型の種である　　DEMANET・F・・1934：L？s　b「achiopodes　du　Dinantien

（M・NA・・＆・GAT馬197ろP532）・この四射サ…麟。翻lu霊膿隈♂潔t鶏；灘1：

産出層準について，原記載では一1または1層群と記さ　　　61，1＿116．

れているが（MINATo＆OGATA，1977，　P．532），筆者は　　GEoRGE，　T．　N。　and　PoNsFoRD，　D．　R．　A．，1938：Notes

その岩相と産出地点の位置からして，前者すなわち尻高　　　on　the　mo「Phology　ofε議げzψ07臨7ケ侃＆Lθ645060ム

沢層下部（の上部）聯る・上記肋・・伽は尻高沢川献：惣2淫5；南部北上帯世田米地方の石炭紺目

層から記載された唯一の化石であるが・この産出により　　　層序（その1）一世田米亜帯下有住地域一．地質雑，91，

本層下部もupPer　Tournaisianに対比される．　　　　　　165－178．

　尻高沢層上部からは，武田（1960）により五噸Z6κπ∫sp．，　　　　　・1985　b：同上（その2）一世田米亜帯横田地域

Pγoぬ6’鰐sp．，0卿α70‘066物sp．，8μ7諺7∫襯sp．，　p侃．　　一．同上，245－258．

馳・厭…∫・・Ku・②また川村臥（1985・）剛　出繊二｝9寵塁趨ρ3）一大股亜帯加労沢～生

L吻α80痂が報告されているが，これらの化石リストだ　　　　　　・川村寿郎，1981：南部北上帯下部石炭系層序

けから時代決定をするのは困難である．しかしながら層　　　の再検討・構造地質研究会誌，no・26，31－41・
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